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１．はじめに

高等学校学習指導要領地理歴史編の次期改訂（平成３０年告示）では、新科目「歴史総合」

「地理総合」、「世界史探究」「「」本史探究」「地理探究」が設定された。以下、改訂の背景の解

説とする。

これまでの高等学校地理歴史科の成果と課題に加え、グローバル化する国際社会を生き抜く

ために自国の動向と諸外国の動向を横断的・相互的に捉え、現代の諸課題を歴史的に考察する

力の育成を目指して改訂は行われた（高等学校学習指導要領（平成30 年告示）解説地理歴史

編）。今回の改訂は戦後社会科教育の変遷からみても大きな過渡期である。そのことに加え、「国

際化」が一般民衆の中でも加速化するという大きな社会的背景の中で「世界史」科目の教育が

担う役割は更なる改革の必要性に迫られている。そこで、「世界史」科目を主軸に据えながら、

地理歴史科における新科目が設定された意義や目的について従来の地理歴史科教育の成果と課

題をもとに検証していく。その際に、まず、これまでの地理歴史科学習の過程を客観的に捉え

ていく必要かおるため、以下に国立教育政策研究所の報告書（2001 ）がまとめた戦後社会科70

年の変遷とその特徴を表１にま とめ、分析した。

表１　学習指導要領における社会科教科の変遷

日yJ　　　 ヌ´
‾　　

礼 会 科 ぴ）成 立 。 中 学 １ 年 ～ 高 等 学 校 １ 年 ま で … 「一 般 社 会 科 」 、 高 等 学 校 ２ 年 以 卜｡… 「 東 洋 史 」 「 丙 洋 史 」 「 人 文
Ｉ,不日２２年 発T 丁　　 地 理 」 「時 事［周宸i］ び）４-つぴ〕選 択 制一日。

日召 不口２４年 改 言丁

日召 不口２６年 改 言丁

日召 不口３０年 改 言丁

選 択 科 目 と し て 「世 界 史 」 「 日 本 史 」 が 開 設 。 し か し 、 こ れ ら ぴ）指 導 要 領 ぴ）発 行 は 先 延 ば し と な る 。

新 科 目 「世 界 史 」 が 誕 生 。 従 末 ぴ）通 り 「 一 般 社 会 科 」 は 必 修 、 「 日 本 史」 「 世 界 史 」 「 人 文 地 理 」 「 時 事 問 題 」

途同県 利-目。

が

人 き な改 訂 部 分… 「一般 社 会 」 「時事「周題 」 から 新 科 目 「社 会 」 が設 置。
そ ぴ）他ぴ）改 訂 部分 … ① 中学 社 会 科 と比 較 し 、 高 等学 校社 会科 ぴ）目 標を そぴ）特 色 と 一 貫 し た 関 連 を 明 示。 ② 社 会 科 科
目 ぴ）再組 織 と して 「社 会」 「 日本 史」 「世 界 史 」 「人 文 地理 」 び）４科 目を 置 く。 ③ 従 来 、 第 １ 学 年 で 必 修 ぴ〕「一般
礼 会 」、 第 ２ 学年 以 降 ぴ〕選択 科 目 「日本 史」 「世 界 史」 「人 文 地 理」 「時 事 問題 」 だｰつた も ぴ〕を 「社 会 」 を 含 め た
３ 科 目を 全 て ぴ）生 徒に 履修 さ 亟こる。 そ ぴ〕際 ぴ〕学 年 指 定 は な し。 ④ 従 来 は各 科 目 ５ 巾 位 だｰ つた も ぴ〕を 各 科 日 巾 位 数 ぴ）
３ ～ ５巾 位 と した 。

「倫 理 ・ 社 会 」 び）新 設 。 従 来 ぴ）「 社 会 」 「日 本 史 」 「世 界 史 」 「 人 文 地 理 」 び）４ 科 目 か ら び）構 成 を 改 め 、 「倫 理
日召和３５年 改 訂　　 社 会 」 「政 治 ・ 経 済 」 「 日 本 史 」 「世 界 史Ａ」 「世 界 史Ｂ」 「地 理 Ａ」 「地 理 Ｂ」 ぴ）７科 目 ぴ〕構 成 と な る 。

日召 不口４５年 改 言丁

日召 不口５３年 改 言丁

平 μし元 年 は攵 言丁

平 戸攵１０年 は攵 言丁

改 訂 前 ぴ）７ 科 目 を ６ 科 目 に 改 め る 。 世 界 史 は ＡとＢぴ）区 別 を 廃 し 、 「世 界 史 」 一ヽ 一 本 化 。 地 理 は 系 統 地 理 的 学 習 中 心

ぴ）Ａ・Ｂを 改 訂 し 、 系 統 地 理 的 学 習 中 心 ぴ〕「 地 理 Ａ」 、 世 界 ぴ）諸 地 域 学 習 中 心 ぴ）「 地 理Ｂ」 に 区 分 し た 。

新 科 目 「現 代 社 会 」 が 設 置 さ れ 、 必 修 は こ ぴ〕科 目 ぴ）み と な る 。 選 択 科 目 は 、 従 来 ぴ〕地 理 Ａ・Ｂが 統 合 さ れ た 「 地 理 」

が 新 設 、 「 倫 理 」 「政 治 ・ 羅 済 」 が 新 設 さ れ 、 「現 代 社 会 」 「 日 本 史 」 「世 界 史 」 「地 理 」 が そ れ ぞ れ ４ 巾 位 。

礼 会 科 ぴ）廃 止 。 新 教 科 「地 理 歴 史 」 「公 民 」 ぴ）設 置 。 「 地 理 歴 史 」 ぴ）科 目 構 成 は 日 本 史 、 世 界 史 、 地 理 に そ れ ぞ れ
Ａ・ Ｂと μＺ.y さ オｔ、 「｜士丿尽史Ａ」7 をｕ（ 冂沚丿界史Ｂ） 力･･ら １ 科一日 と 「 日 本 史 Ａ」 「 日 本 史Ｂ」 ぶりＪ ｒＪ也 理IA 」 「 埋り理Ｂ」 力･･ら

１ 科一日 がj叱ヽ ｲ|缶 と な る 。 「 クl」民 」 は 「毛見lｔ 彳|ご会 」 「 倫卩浬 」 「j咬?台・ ぶ吊済 」 を も 一って 彳冓μ兌さｔｔ る 。 「毛見fｔ 利こ会 」 又 は
「 倫卩浬」 ぶじcｙr 衫り台・ 糸吊済 」 が 」必ヽ fl彦ｲ匕。

「 地 理 歴 史 」 は 、 従 来 と 同 様 に 「 世 界 史Ａ」 及 び 「 世 界 史Ｂ」 ぴ）う ち か ら １科 目 、 「 日 本 史 Ａ」 「 日 本 史 Ｂ」 、 「 地 理
Ａ」 「地 理 Ｂ」 ぴ）う ち か ら １ 科 目 ぴ）計 ２ 科 目 ４ 巾 位 以 Ｌを し た 。

国 立 教 育 政 策 研 究 所 『 社 会 科 系 教 科 の カ リ キ ュ ラ ム の 改 善 に 関 す る 研 究 一 歴 史 的 変 遷(1)- 』2001
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戦後70 年の地理歴史科の変遷とその背景を読み解いていくと、岩田(1998) や「」本学術会

議提言書（2011）の分析では、戦後まもなくはアメリカの社会科カリキュラムの影響を強く受

けて問題解決的な学習が重視されたと指摘されている。　しかし、高度経済成長期より加速度的

に進んだ知識基盤社会という社会情勢やその影響を受け九大学進学率の高まりにより、高等学

校段階では知識集約的な学習を重視した時代が今もなお続いている。これらの社会変化とその

下での社会の需要の変化により、高等学校社会科のカリキュラム編成も何度かの大きな変革を

行ってきた。
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図１　 戦後社会科のカリキュラムの構成 図

そこで、特徴的な改革として着[]できるカリキュラム編成について提示する。中川(2015)

は特徴的な４つのカリキュラム編成について述べている。図１はその４つのカリキュラム編成

について表しかものである。現在の地理歴史科・公民科の大枠が定められたのは1978 年改訂

の学習指導要領だということがわかる。 1951年改訂と1978 年改訂を見比べると、前者の｢ 一

般社会科｣ が名を変えて復活したようにみえるがそうではなく、後者の改訂の背景には知識理

解重視型の学習の反省から行われたものだったため、系統化していた高校社会科の内容そのも

のを変えたものではなかったと中川(2015) は述べている。｢現代社会｣ は標準単位数４で時

間的に余裕があったため１つの時事問題を掘り下げられた一方で、学習内容は政治・経済と重

なり世界史や｢｣本史、地理の内容に触れることはほとんどなかっか。そして、1989 年改訂に

おいて社会科は廃止され、現行の地理歴史科・公民科に分けられた。その際、現代社会または

倫理が必修化となり、地理歴史科[]はＡ科[]とＢ科[]が作られた。　この大幅な改訂には、｢生

徒の発達段階や科[]の専門性｣ を考慮したと当時の教育課程審議会の記録にある。各科[]の学

問領域の研究手法の違いに応じて分離させ、｢国際社会に生きる上で必要不可欠｣ だとして世

界史を必修化にしたというのである。

このように、戦後70 年の高等学校社会科の変遷は、各時代の要請を受けて行われた改革で
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あると同時に、後半の傾向としては知識集約型で各科目に分岐した系統的な学習が主軸に置か

れていたことが分析できる。

そして、現在一般市民下でも生じている「国際化」から、従来の知識集約型学習を活用した

課題解決型の教育の必要性が、高等学校地理歴史科で求められている。現行学習指導要領上の

世界史Ｂの教育目標には「世界の歴史の大きな枠組みと流れを我が国の歴史と関連付けながら

理解させ、文化の多様性と現代世界の特質を広い視野から考察させることによって、歴史的思

考力を培い、国際社会に主体的に生きる「」本人としての自覚を養う」と記されている。対して

次期学習指導要領上の新科目世界史探究の教育目標は「社会的事象の歴史的な見方・考え方を

働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する

国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての

資質・能力」を育成することとし、新たに「課題を追究したり解決したりする活動」や「公民

としての資質・能力」が加わった。このことから、課題解決型の思考力や公民的資質の育成の

必要性が今後、さらに求められていることが読み取れる。

これらを踏まえて改めて、これまでの地理歴史科教育の成果と課題を述べる。成果は、基礎

的な知識と技能の理解を重視した点だと考える。なぜならば、基礎的な知識や技能なしでは、

それを活用した課題解決の実践には繋からないからだ。

一方で課題は、知識集約型、系統化に傾いた体系であったため、基礎的な知識・技能を活用

する機会がなかったこと、社会科各科目が有機的に結びついている様を俯瞰しづらくなったと

いう点かおる（高等学校学習指導要領（平成30 年告示）解説地理歴史編）。そのため、新科目

である探究科目では、従来の課題を克服するために設定された。

また、小俣（2001 ）は、多面的・多角的な視野の育成に関しては、戦後より変わらずに改善

をはかっているものの十分追究されてきたとは言えない、と指摘している。　これは、多面的・

多角的な視野を活用する機会を確保した教育活動が高等学校の現場で実施できていないことに

要因かおる。

そして、探究科目の中でも世界史科目に関しては、これらの学習指導要領上等で明記された

課題に加え、以下のような問題点が指摘されている。１つ目に、「」本学術会議の報告書（2011 ）

にも提言される「大学進学率と主要受験教科による地理歴史科の圧縮と世界史末履修問題」で

ある。　２つ目に、「」本学術会議の報告書（2011 ）や中川(2015) ほかも指摘する「義務教育段

階における「」本史中心学習と連動しか高等学校世界史学習の講義形式化」である。　３つ目に中

川(2015) が示唆する「「」本語訳が可能な史料が隕られている現段階の世界史教材の少なさ」

である。

これらが、世界史科目で課題解決型学習の実施を困難にしている要因である。課題への対策

としては、授業方法や各単元構成の時間配分、評価方法等が挙げられる。本研究では授業方法

改善の観点から探究科目としての世界史科目での課題解決を試みる。

39



2｡ 研究目的について

本研究では、世界史Ｂから世界史探究に効率的移行する上で、国際人として必要な多面的・

多角的な見方・考え方を得るためのツールとしての歴史教育の改善について授業実践を通して

考察することを目的とする。

3｡ 研究授業の際に参考にした歴史家体験活動について

世界史科目での「多面的・多角的な考察」の育成のための授業実践の手段の１つとして歴史

家体験活動かおる。歴史家体験活動とは、早くから多文化主義教育の必要性が求められたEU

諸国で今もなお実践されている体験型の歴史授業である。 EU諸国において歴史家体験活動を

取り入れる目的は、多文化主義社会で生きるための市民育成だとされている。つまり歴史教育

は、将来の子どちかちか自分と異なる歴史的背景で育った人々とともに市民として社会を作り

上げていく上で必要な多面的で多角的な視野獲得のためのツールボックスだというのである

（フランス歴史教育研究所アラン・ショパンによる報告、2002)。そのため、生徒たちは複数

の史料読解を通して様々な視野に立ち、歴史を追究していくこととなる。

上記のEU 諸国の歴史家体験活動を踏まえ、国内においては土屋武志(2011)  (2013) が「解

釈型歴史学習」という名で歴史家体験活動を推奨している。土屋は、多面的・多角的な考察を

導く歴史学習には３類型として、通説批判型（通説と対立する説や視点を重視）、新視点提供

型（通説と異なる視点を重視。社会史視点からのテーマ史など）、解釈型（通説も含めて複数

の視点から仮説をたてて証明することを重視）が存在すると述べている（土屋2013)。

教科書を中心としながら複数の資料を比較させ、生徒自身が教科書の情報を組みなおす資料

読解が可能な解釈型の授業には、先行的な実践かおる。それは、1950 年から1970 年代に歴史

教育のオピニオンリーダーであった歴史学者和歌森太郎の「歴史心理」 の観点である。和歌

森によれば解釈型の歴史授業は、当時の人の視点（過去の目）と両立して現代人（私たち）か

らの視点から考察することができるという手法であるとされている。現代人からの視点のみで

はなく、資料を使った科学的な考察を通して、当時の人の行為（なぜそのようなことをしたの

か、なぜその結果になったのか）を推測する。これは、当時の社会的状況や背景を理解するた

めに最低限の知識が必要である。

上記の点より、解釈型歴史学習の活動は、基礎的な知識・技能を習得しながら、それを活用

して思考・判断・表現の力を培い、課題解決するという今、求められている学習活動のサイク

ルにも通じるものがあると考え、以下に述べる研究授業に取り入れた。

以上のように、複数の資料や立場を読み解くことを手段とする歴史家体験活動は、戦後70

年の高校社会科が追い求めてきた多面的・多角的な思考の習得ないしその実践の場に活用でき

るという仮説の元、教職専門実習Ｈにおける授業においてこの手法を検証した。
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4｡ 研究授業の検証

4.1　研究授業の概要

教職専門実習Ｈの研究授業では、新科目「世界史探究」を想定し、（２）諸地域世界の形成

（ア）西アジア世界・地中海世界（『詳説　世界史』山川出版　第一章オリエントと地中海世

界２ギリシア世界　ペルシア戦争とアテネ民主政～ポリスの変容）」の範囲を、高等学校２学

年の学級（計41 名）の生徒を対象に実施した。本時の目標や評価は以下の通りである。

まず、授業前半から中盤にかけては、基礎的な知識を理解するための授業を実施した。具体

的には、ペルシア戦争を経てアテネ民主政が発展した背景や経緯をプリント学習とスライド資

料を通して講義形式で実施した。

〈本時の目標〉と（世界史学習を通した大きなねらい）

〈本時の目標〉

①　ペルシア戦争を通したアテネ民主化を把握している。

②　長引くポリス間の抗争におけるポリス社会の変容を把握している。

(世界史学習を通した大きなねらい)

現代日本の民主政治と比較し古代アテネの民主政について考えている。

く思 考 ・

判 断 〉

く知 識 ・

理 解 〉

〈本時の評価基準〉

アテネ民主政と現代日本の民主政を比較し、そこから読み取れる民主政の特

徴を考察している。

①ペルシア戦争によってアテネ民主政の完成が促されることを把握してい

る。

②　ポリス間の長引く戦争が、ポリス社会に及ぼした影響を把握している。

その後の歴史家体験活動では、学習者の中でも活動に必要性をつくるために「本当にアテネ

は民主政治だったのか」という問いを授業者が作成し、学習者に課題を提示した。具体的に

は、「ペリクレスの指導の下、アテネ民主政は完成された」とする教科書本文とペリクレスの

戦没者葬送演説の史料を提示しつつ、それと異なる立場の意見としてトウキディデスによる

「名は民主政であったが、事実は第一人者による支配に他ならない」という指摘を提示し、複

数の立場の資料を活用することで学習者の中で正しいと思っていた歴史に対する揺らぎの状態

を与えることを狙い、問いに結んだ。その課題を解決するために学習者自身が史料読解を通し

て歴史を探究する活動を実施した。その際、これまでの学習者の様子から文字史料だけの読解

では興味関心も高まらないと考え、授業者が史料をもとに作成したワークシート内に仮想のア

テネポリス社会をイラストで表現し、街中に広がる市民の声を頼りに当時の民主政治の実像を

探るという形で展開した。また、ワークシートからの情報の収集だけでは事実の確認で終始し
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てしまうため、「資料から読み取れる民主政治と現代「」本の民主政治を表で比較」させた上で

「評価できるアテネ民主政の点」を記述する２つの活動に繋げた。なお、ワークシート中の３

段階の活動の合間にグループワークで意見交換する場を設けた。図２が、実際の授業で使用し

たワークシートである。

4｡2　研究授業の成果と

課題

研究授業の成果と課題

については以下の通りで

ある。

成果は、意見の異なる

史料の提示は、学習者の

学習意欲の関心を高めつ

つ、学習者が複数の立場

を考察していた点であ

る。下記の生徒の回答例

にもそれが表れている。

これは、現代の｢｣本の

民主政と比較させたこと

で、一元的ではない古代

アテネと現代｢｣本人とい

う２つの見方で考察して

いたことが検証できた。

①

②

③

④

匡 二
アテネの人々の声を聴き、古代アテネ民主政(垪& 黴を探ろ う! ４J

リタイア!2s 息 女惶 煢埀：主蕩;･l

iiたちは吹擂なんて･●めないわ．アリヌトフ

７ネヌの『女ａ き会』みたいにならないかき
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Iｘ●はｉものを言う差異亅 とされたから、

參畋橿なんてｉ たｙ の壽さ．Ｉ

ラヌトヌ ！１皀・ ・ 佳 鴨・ ：農民･ Ｉ
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も覡41古にね。たことがあるよ．Ｉ
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靤は卜うキア・ir の劵ギリシアλ．殊きながらポ

リス呶Ｅと は眤ぬら れてないな．・

ぎ と ご_U
古代アi一冫.･ 曳　 代（II水）．･

参 政 権4J
ｌａ俶以上の男女.･

立法,･
『司怯民主剞.

{洫９糾民主主義} ．･
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表２　ワークシートの問い

古代アテネ民主政の参政権の特徴を記せ。

古代アテネ民主政の立法の特徴を記せ。

古代アテネの司法行政の特徴を記せ。

現代日本の民主政と古代アテネの民主政について評価できる点と理由とは？
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①

②

③

④

表３　ワークシートにおける生徒の自由記述の解答例（一部抜粋・原文ママ）

生徒の解答例

・１８歳以上の男のギリシア人。・ １８歳以上男子。・ １８歳以上の奴隷ではない男

子。・１８歳以上のギリシア人男子。

・直接民主制。・直接民主制。・直接民主制。

・不特定多数の市民。・くじ。一市民の中からくじ。・弾劾裁判。・奴隷制を基礎とする。

・直接民主制という点ておもしろいと思った。政治家の弾劾裁判は汚職の抑止力になり

えるだろうが、現代の日本では無理だと思った。・リゲイアさんの言っているみたい

な、女だけの議会を立ち上げてみるのがいいと思う。明治（？）時代の青とう社みた

いな感じで…！！ 一市民の中からくじで選ぶのは、色んな意見がきけるのでいいと思

った。ただ、奴隷と市民の差別は理不尽だと思った。一市民と密接で、他は排除の傾

向⇒アテネファースト的で独立性がある。一都市としての自覚的な。

課題は、ワークシート内の市民の発言を見れば当時の社会的状況の把握は容易で学習教材の

難易度が低く適切ではなかったため、資料読解の学習活動まで至らなかった点てある。また、

学習活動内の各問いが適切ではなかったため、現代の民主政と古代アテネの民主政の比較で学

習活動が止まり、公民的資質を養わせるまでの発展的な学習には十分に至ることができなかっ

た点てある。　さらに、基礎的知識の習得を重視した講義形式の授業が延長し、学習者の意見を

比較し互いに討論する機会も不十分であった。そして最後に、評価基準が曖昧である点も課題

として指摘できる。これは、知識・理解や資料活用の技能の評価基準と比べて、歴史的な思考

力、判断力、表現力等を評価することの評価基準の策定が、授業者にとって困難であったとい

う点かおる。

以上を分析してまとめると、「世界史探究」で活用する歴史家体験活動を行う上での対策は

３種類挙げることができる。それは、①授業方法、②各単元構成の時間配分、③評価方法であ

る。これらの課題対策は、世界史科目のどの単元でも留意しなければならない観点である。

5｡ 研究授業に関する考察

5.1　授業方法

まず、①授業方法からみた対策は、「知識集積可能な資料教材の導入と教材づくり」に注力

する必要かおるということである。つまり、学習者の導き出した答えの判断基準となりうる根

拠立て瓦解答が可能な資料でなければ、単なる現代人による憶測のみの意見の提示や比較で学

習が終始する問題が生じる。学習者が当時の人々の心情や行為の結果を並べるだけではなく、

その心情がどのような社会的状況により起因したのかを、論理的に考察可能な教材を用意しな

ければならない。そして、それらが可能な教材づくりは、マンパワーで一部の能力ある教員の

43



みが可能な状態であってはならない。教育の機会均等が実現しないということは、探究科目と

して地理歴史科教育が実施されていく中で、その教育格差が益々拡張する要因とも成りうるだ

ろう。この問題を新科目としての探究科目で防ぐためにも、「知識集積可能な資料教材の導入

と教材づくり」はある程度共通したものとして各高校教員が共有する必要があると考える。特

に、現段階では近現代史以前の世界史教材が乏しいため、全国の地理歴史科研究会や大学教員

等との協力した教材開発の必要性を主張する。

5｡2　各単元構成の時間配分

次に、②各単元構成の時間配分では、「通史で学習する上での各単元の適切な時間配分」を

吟味しなければならないという点である。アジア歴史学習の基本体系である通史学習がわが国

でも続けられている現段階では、基礎的な知識・技能の習得のための授業とそれを活用した体

験授業の時間配分を調整することが重要である。特に体験活動を導入する新科目では、今まで

以上に時間配分に留意しなければ、学習指導要領上の学習範囲が高校卒業段階までに間に合わ

ない。今回の研究授業でも基礎的な知識習得のための講義形式に時間が耿られ、歴史家体験活

動の時間が減少してしまっていた。そこで、このような事例を各単元で生じさせないために

は、ある程度、体験活動導入のための単元とそれ以外の単元を分ける必要があると考える。例

えば、古代史、中世史の各単元の中でも特に現代との生活と結びっきやすい学習範囲をテーマ

史として抽出して体験活動させるなどである。通史学習の形態で体験活動を導入する以上は、

どの単元で課題解決型の活動をするのかを指導上も明確に区分する必要かおるだろう。このよ

引こ歴史家体験活動を行う授業の導入は、全体の時間配分から各単元に差をつけることで工夫

する方法も有効である。

5｡3　評価方法

最後に、③評価方法では、「①の知識集積可能な資料教材の導入と教材づくりにより、従来

の点数評価を取り入れた読解力配点重視の評価方式の導入」を検討するということである。こ

れは、従来の世界史Ｂで重視していた知識習得重視の評価方法を取り入れっつ、適切な判断

力や導き出した答えを的確に表現する力等を測る配点をそれぞれ両輪として評価する配点方法

である。現段階では、記述式問題とその評価、または論理的な思考・判断を活かして導き出す

選択問題とその評価等がそれに該当する。世界史Ｂで重視してきた知識集約型の学習は、こ

れからの探究科目を実施する上で不可欠な要素だと考えているため、従来の知識確認型の評価

方法もなくしてはならない。歴史家体験活動を導入する際も、学習者の単なる憶測による解答

を避けるために、導き出した判断の根拠となりうる集約した知識が大切である。

６。総合考察

前章の３つの課題対策を効率的に移行するためには高校教育段階の次の教育段階への配慮が
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要求される。すなわち、①「知識集積可能な資料教材の導入と教材づくり」、②「各単元構成

の時間配分」、③「①の知識集積可能な資料教材の導入と教材づくりにより、従来の点数評価

を取り入れた読解力配点重視の評価方式の導入」、一般的に言われる高大接続改革である。本

研究冒頭で整理した戦後70 年の社会科変遷を見てもわかる通り、高校教育は常に大学進学と

密接な相互依存関係にある。　よって、新科目「世界史探究」と大学入試は、それぞれの評価方

式のすり合わせが最も重要である。この両者の合致ができなければ、次期学習指導要領の地理

歴史科教育は、現行学習指導要領の課題を引き続き繰り返す形となる可能性かおる。

本研究の結論は、対策課題①から③の導入及び変更と、それに合致した大学入試に於ける評

価及び配点配分を等速で行うことの必要性を提言する。なぜならば、等速に両者の教育改革を

進めることは、社会全体を意識した上でも最も効率良く世界史Ｂから世界史探究へ移行する

ことを可能とするからである。

本研究は、新科目への効率的移行の必要条件とその理由を考察したものである。今後は、新

しい評価基準と配点配分への具体的なモデル案について研究を進めていきたい。
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